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第１章　積算の準備と設計書の構成

１－１　造園修景工事の特性と積算の留意点

　造園修景は，自然と人工の調和共存を図り，美学的，科学的な理論と技術を活用して，人にとって
快適で安心できる空間の創出を目指した，科学と芸術性をあわせ持つ総合技術であるといえる。
　現代の造園修景が対象とする空間は，従来からの庭園，公園，緑地に加え，建築物や道路，土木構
造物の緑化，修景をはじめ，生物多様性の保全，都市の温暖化緩和，防災，減災効果などが期待さ
れ，快適な生活空間を創造するための総合技術として，造園専門領域だけでなく関連する土木，建設
や，自然環境，生態系などに関する幅広い知識と技術が求められるようになっている。
　造園工事の最大の特徴は，いきものである植物を取り扱うことであり，対象となる空間だけでな
く，その背景や周辺の自然環境などを考慮した上で，長い時間をかけて周辺の風景に溶け込むような
空間を創出するために，工事竣工後も生長を続ける植物の育成管理や造園空間で多用される自然素材
の経年変化を予測し，良好な造園空間をめざす管理技術が必要とされることである。
　このような造園工事の大きな特徴である植栽の育成管理に対応し，新たな工事区分として「緑地育
成」が新設され（令和４年４月），公園緑地工事工種体系ツリー図，公園緑地工事共通仕様書，公園
緑地工事積算体系用語定義集が改定された。
　今後，公園緑地工事積算体系の積算関係図書についても改定が予定されている。
　詳細は，国土交通省ホームページを参照されたい。
　https://www.mlit.go.jp/toshi/park/crd_parkgreen_fr_000011.html
　造園施工の対象となる現場の環境条件は多様であり，使用する資材も植物材料や自然石など規格化
されたものだけでなく，たとえ設計図書に形状寸法が示されていたとしても個々の資材の特徴や個性
を活かして使用することが求められる。
　造園修景の積算では，このような造園の対象領域と技術，資材の特徴を理解し，対象となる土地の
気候風土にも配慮して，適切な積算を行うことが肝要である。

１－２　積 算 の 準 備

１）設計図書と積算
　設計図書は，施工の実施に必要な図面や書類の総称である。設計図書には，契約図面，仕様書，現
場説明書，現場説明に対する質問回答書及び工事数量統括表があり，契約図面と仕様書は最も基本的
なものである。
　契約図書は，契約書（契約約款）及び設計図書からなる。設計図書に記載された事項は契約事項で
あることも十分に理解しておく必要がある。
　造園工事では特に，不定形な自然資材を使用し，その場に合わせたおさまりの検討を伴うことが多
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　このため，造園修景工事の積算に当たっては，標準的な土木工事の積算よりもさらに，施工現場の
実態や，施工条件，施工規模等に合わせて適切な歩掛，単価を採用することが必要である。

１－３　設 計 書 の 構 成

　設計書（工事費積算書）は，予定価格算定の根拠資料として作成するものである。このため，関係
者がすみやかに，かつ共通の理解ができるよう各発注者で統一した様式・表現方法が決められてい
る。
　設計図に製図基準等があるように，設計書には積算基準類がある。これは工事相互間の公平を保
ち，正確で円滑な施工ができる合理的な裏付けの基礎となるものでなければならない。
　設計書には，予定された工期内に安全，確実，経済的に施工できる予定価格を決定する資料として
の意味もある。
　設計書は，工事１件ごとに作成されるもので，施工に当たって必要となる労務者の職種，人員，使
用する材料の品質，寸法・規格別の数量，配合等が把握できるものである必要がある。
　設計書本体は，①事業名称，工事箇所，工期，設計説明等が記載された鏡（表紙）及び工種別の内
容と数量，単価，金額を示した設計内訳書，②内訳書，③単価の起算根拠となる単価表から構成され
ている。
　このほか，数量の根拠を明らかにするための付属書類として設計図面，仕様書（通常は共通仕様書
は割愛），工事数量総括表，工程表等が必要に応じ添付される。
　設計説明には，工事の目的，効果，工事概要，工法等の主要な事項を簡略に記入するのが通例と

表１・１　鏡（表紙）の例

設計積算書表紙（当初　　　）

設 計 書 番 号

事 業 所 等 名

工 事 名 令和○年度公園整備工事（県単）その○　　○○公園

工 事 箇 所 ○○市○○町○丁目地内

区 域 名 ○○公園

事 業 区 分 県単

工 期 契約から　　　　　　　　　　 令和○年○月○日まで

設 計 金 額

設 計 概 要

敷地造成工　１式
植栽工　　　１式
園路広場工　１式
Ａ＝○ha

（起工 ･ 変更）理由
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なっており，鏡（表紙）を例示すると，表１・１のとおりである。
　設計内訳書に記載する工種は，その内容や目的に応じてグループ化し，段階的にまとめることが行
われており，脱落を防止する意味からも必要といえる。
　造園修景工事の場合，「都市公園法」に定める公園施設の分類を参考にしてきたが，これは公園管
理の観点から区分されたものであり，造園修景工事を施工するという視点になじまない場合もあり発
注者 ･ 受注者間の共通認識を形成するためにも，用語の統一，単価のまとめ方の統一，積算体系の統
一などを図るために，工事積算大系化が進められた。

１－４　積算大系の構成

　国土交通省では，“公共土木工事を請負施工に付する場合の工事内容について，階層的に工種を再
分類していくことにより，工事の標準的な構成内容を規定するとともに，用語や契約に係る表示単位
についても標準的に規定すること” に対応する方策として，「工事工種の体系化」を図っている。

概算工事費
算出 市場単価の導入

歩掛の合理化

新土木工事
積算システムの開発

積算基準書の
再編成

数量総括表の
標準化

数量算出要領の作成
数量集計表の作成

工事工種の体系化
用語定義集の作成

施工実態の把握

検査・監督の
標準化

共通仕様書の見直し

データベースの構築

標準設計

建設事業の流れ

調査・計画 設計 積算・契約 工事施工

　これは，積算業務の抜本的な見直しを行うことにより，「新土木工事積算大系」の構築を目指した
ものであるが，発注者によって記述方式や検収方法が異なるなどの状況を改革し，請負工事の内容を
透明性のあるものとする方針のもとに行われた。
　工事目的物の価格算出の標準ユニットを定めることで，価格データベース，実績単価等の活用が容
易になり，積算の合理化や見積りの省力化に有効であると考えられている。
　体系化に当たっては，わかりやすい簡明な大系であって，工事目的物を明確に示すものであるこ

図１・１　新土木工事積算大系の概念
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と，また，受注者の原価管理構造を反映したもので，１つの工種がそれ自体クローズした体系を構成
していることなどを，基本方針にしている。
　国土交通省所管の土木工事について，河川，道路，公園等の７分野に区分され，それぞれ樹系図
（ツリー）状に体系化されたものになっている。
公園緑地工事に関しては，レベル２までの段階について図１・２に示した。

図１・２公園緑地工事工種体系ツリー図（抜粋）全工種共通の体系は除く。

分野区分 事業区分
（レベル０）

工事区分
（レベル１）

工　　種
（レベル２）

公　　　　園 公園緑地整備・改修 基 盤 整 備 敷地造成工
公 園 土 工
植栽基盤工
コンクリート工※
法　面　工※
軽量盛土工※
擁　壁　工※
公園カルバート工
公園施設等撤去・移設工

植　　　栽 植　栽　工
移　植　工
公園施設等撤去・移設工

緑 地 育 成 植栽基盤改良工
樹木整姿工
樹木育成工
芝生地育成工
樹木冬期対策工
発生材等処理工
公園施設等撤去・移設工

施 設 整 備 給水設備工
雨水排水設備工
汚水排水設備工
電気設備工
園路広場整備工
修景施設整備工
遊戯施設整備工
サービス施設整備工
管理施設整備工
建築施設組立設置工
施設仕上げ工
公園施設等撤去・移設工

グラウンド・コート整備 グラウンド・コート舗装工
スタンド整備工
グラウンド・コート施設整備工
公園施設等撤去・移設工

自 然 育 成 自然育成施設工
自然育成植栽工
公園施設等撤去・移設工

共通仮設（全工種共通の体系）

・ 各工事区分（レベル１）毎のレベル２には全工種共通の体系
である「構造物撤去工」と「仮設工」が加わる。

・ 「公園施設等撤去・移設工」は，全工種共通の「構造物撤去
工」で計上し難い項目。

・ ※の項目は土木工事工種体系ツリーを準用している項目を示す。
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　工事工種ごとに標準的な項目で構成された体系は，下位レベルに向かって細分化され，それぞれ目
的物ごとに原則的に施工順序に従ったものになっている。
　公園緑地工事工種体系ツリー図のうち，レベル０に相当する分野として「公園緑地維持・管理」が
あるが，当面「公園緑地整備・改修」に限られている。
　レベル１である工事区分は仮設関連を除いて，基盤整備，植栽，緑地育成，施設整備，グラウン
ド・コート整備，自然育成の６項目である。
　レベル２の工種は38項目に全工種共通の体系である構造物撤去工と仮設工を加えた40項目である
が，細別を示すまでもなく，レベル３の種別には多数の項目があり，公園緑地工事が多工種であるこ
とが理解できる。
　公園緑地工事以外の植栽関連工事の主なものについてその一部を示すと，図１・３である。

　工事工種体系の階層について，各レベルの概要を例示すると，表１・２である。

図１・３　その他植栽工事工種体系ツリー部分図

分野区分 事業区分
（レベル０）

工事区分
（レベル１）

工　　種
（レベル２）

道　　　路 舗　　　装 道路付属施設工 道路植栽工
道 路 改 良 法　面　工 植　栽　工
道 路 維 持 植栽維持工 樹木・芝生管理工

河　　　川 河 川 維 持 植栽維持工 樹木・芝生管理工

表１・２　工事工種体系の階層

レベル 内　　容 補 足 説 明 例
レベル０
事業区分

予算制度上及び事業執行上の
区分を中心とした区分。

工事数量総括表には表示され
ない。発注時の支出予算科目
を示す。

公園緑地整備・改修

レベル１
工事区分

工事発注ロット及び受注者を
考慮してレベル０を分割した
もの。

通常，１件の工事として発注
される区分。

植　栽

レベル２
工 種

レベル１を構成する要素のう
ち，一定の構造を持つ部位を
施工するための一連作業の総
称。

複数の工事区分で共通的に行
われる工種については，主体
となる工事区分で体系化して
いる。

植栽工

レベル３
種 別

体系全体の見通しをよくする
ため，レベル２とレベル４を
つなぐレベル区分。

工種によっては表示しない場
合もある。また，可能な限り施
工順序に従った構成とする。

高木植栽工

レベル４
細 別

工事を構成する基本的な単位
目的物もしくは単位仮設物で
あって，単位とともに契約数
量を表示するレベル。

検収対象となる単位目的物と
検収対象とならない単位仮設
物がある。積算・見積時には
このレベル項目が価格算出の
基本となる。

アラカシ

レベル５
規 格

レベル４を構成する材料等の
客観的な材質・規格並びに契
約上明示する条件等。

レベル４に付随して表示する
レベルで，総括表では原則と
してレベル４と同行に記述さ
れるレベル。

Ｈ：3.5 Ｃ：0.12 Ｗ：0.8
二脚鳥居支柱添木付き

レベル６
積算要素

レベル４の価格算定上の構成
要素であって，基本的には契
約上明示しないもの。

費用構成としての積算項目
と，積算上の最小構成単位と
しての歩掛項目から構成され
ている。

［積算項目］　　［施工歩掛項目］
樹木費　　　　材料費
植栽費　　　　高木幹周0.15㎝未満
幹巻費　　　　材工共
支柱費　　　　二脚鳥居支柱添木付
客土費　　　　材料費
肥料費　　　　材料費
土壌改良材費　材料費
植栽割増費　　率計上
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などがある。
　積算体系のレベル２についての詳細な内容は，「公園緑地工事 用語定義集」で用語定義されて
おり，総括表用の単位，積算用の単位，含まれる費用が解説されている。
　用語定義の例

１－５　工事内訳書と一位単価表

　工事内訳書は，工事目的物の単位と契約対象数量を明確に示すものとなっている。通常，体系ツ
リーのレベル４までが記載され，これが直接的な検収対象になるものである。
　その規格の欄には，材質，規格・寸法等が明示されるが，これはレベル５に相当するものである。
　新積算体系では，表示単位を統一することにより，各工種に見合った標準ユニットの価格形成と
広域への応用が可能になると考えられる。
　表示単位は，積算用単位と工事数量総括表用単位が用意されており，積上げ段階での作業にも配慮
している。摘要欄には，根拠となった下位の単価表の番号，その他の説明事項等を記入して，参照と
内容の理解を容易にすることが必要である。
　工事内訳書のうち，直接工事費に係るものについて，分離して表１・３に例示した。

　単価表は，一位単価表又は一位代価表と呼ばれ，工事内訳書の単価積算の根拠となった一定の単位
数量に対する金額を算出するものである。
　新積算体系では，レベル６に相当する内容を有するもので，必要な積算項目に対応する定められた
施工歩掛により積上げされる。
　一般に単価は労務費，材料費，直接経費等より構成され，次のような４つのタイプがある。

【Ｍ-321-01】【Ｍ-321-01A】【Ｍ-321-01B】【Ｍ-321-03】【Ｍ-321-03A】【Ｍ-321-03B】【Ｍ-321-03C】

総括表用単位　　本
高木植栽 積算用単位　　　本

【用語の定義】
　　　　高木植栽の植栽作業で，以下の費用を含む。
　　　　・植栽費（樹木費・土壌改良材・植栽割増含む）
　　　　・幹巻費
　　　　・支柱費
　　　　・客土費
　　　　・肥料費

表１・３　直接工事費内訳書の例

直接工事費内訳書

工　種 種　別 細　別 規　　格 単位 数　量 単価 金額 摘　要

植　 栽　 工 式 1

高 木 植 栽 工 ア ラ カ シ Ｈ：3.5Ｃ：0.12Ｗ：0.8
二脚鳥居支柱添木付き 本 5.0 ○号表

中低木植栽工 ア オ キ Ｈ：0.6　Ｗ：0.4 株 20.0 ○号表

地被類植栽工 オカメザサ ３芽立，コンテナ径12.0 〃 220.0 ○号表
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　なお，市場単価方式の導入によって，これらの全部又は一部を複合した市場単価が，工事内訳書あ
るいは一位単価表の単価として直接的に利用され，該当する一位単価表が省略される，以下のような
場合がある。
　①　単独で単価になるもの
　　　　例：人力掘削
　②　原単位単価を施工量等で除し単価となるもの
　　　　例：機械施工単価
　③　単量単価を合成して単価となるもの
　　　　例：組合せ機械施工
　④　単量単価と原単位単価を合成して単価となるもの
　　　　例：機械打設コンクリート
　これらを例示すると，表１・４～７のとおりである。

表１・６　単量単価を合成し単価となるものの単価表
○○工（単位）㎡

㎥当たり単価表 （円／㎡・㎥）

名　　称 規　　　　格 単 位 数 量 単 価 金 額 摘　　　　要

○ ○ 工 ㎡
㎥ （単位） ㎡

㎥ ｝当たり数量

○ ○ 工 ㎡
㎥ 　　　　　〃

諸 雑 費 式

計

表１・５　原単位単価を施工量等で除し単価となるものの単価表
○○運転費１時間

日 当たり単価表 （円／時間・日）

名　　称 規　　　　格 単 位 数 量 単 価 金 額 摘　　　　要

労 務 費 運転手（特殊），
運転手（一般） 人 １　時間

日 当たり歩掛

燃 料 費 ガソリン，軽油 ℓ １　時間
日 当たり数量

電 力 料 kWh 　　　　〃

機 械 損 料 時間
日 １　時間

日 当たり損料

諸 雑 費 式

計  単価＝運転費
作業量＝円／㎡，㎥

表１・４　単独で単価となるものの単価表
○○工（単位）㎡

㎥当たり単価表 （円／㎡・㎥）

名　　称 規　　　　格 単 位 数 量 単 価 金 額 摘　　　　　要

労 務 費 人 （単位） ㎡
㎥ ｝当たり歩掛

材 料 費 ㎡ ・ ㎥
㎏ 　等 （単位） ㎡

㎥ ｝当たり数量

諸 雑 費 式

計
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１－６　単 価 と 歩 掛

　積算に当たっての単価と歩掛は，公正な基準によることが必要である。現行では事業部門ごとに標
準的な工事費の積算基準が策定され，積算の根拠になっている。
１）材料価格
材料価格は，設計時点の物価資料（「建設物価」等）を参考に現場着価格で計上するとされている。
発注に当たっては市場の価格を参考とするのが原則であり，これは予定価格設定に際し調整される。
　なお，国，地方自治体等では，独自に年間もしくは四半期ごとに標準単価表を作成している例があ
るので注意が必要である。
　これらのいずれにも示されていない場合には，３者以上の資材納入業者から見積書を徴収し，その
最低価格又は平均価格を参考に計上することがある。
　これらの材料価格は，消費税を含まないものであり，物価資料による単価，見積り価格等で消費税
を含んで表示している場合には，この価格に110分の100を乗じて得られた額が，消費税を含まない
価格等として扱われる。「建設物価」記載の単価は，特記していない限り消費税を含まない価格で掲
載されている。
　2019年10月からの消費税率引き上げに伴い，「建設産業における消費税の転嫁対策について」が
示されており，工事の契約日ではなく，「引渡し日」時点の税率が適用されることに留意する。
　国内取引に係る消費税の納税義務は，課税資産の譲渡等をした時に成立する。そのため，請負契約
の場合は，原則として，
　○物の引渡しを要するもの……目的物の全てを完成し相手方に引き渡した日
　○物の引渡しを要しないもの……約した役務の全ての提供を完了した日
　となり，契約日が消費税率の引上げ前であっても，引渡しが適用日以後であれば，引上げ後の消費
税率が適用される。
２）労務単価
労務単価は，農林水産省，国土交通省が，毎年実施する「公共事業労務費調査」の結果に基づいて決
定される「公共工事設計労務単価」を積算に用いる。
　「建設物価」には，主要な51職種について，都道府県別の単価が掲載されており，重要な参考資料
といえる。

表１・７　単量単価と原単位単価を合成し単価となるものの単価表
○○工（単位）㎡

㎥当たり単価表 （円／㎡・㎥）

名　　称 規　　　格 単 位 数 量 単 価 金 額 摘　　　　要

労 務 費 人 （単位） ㎡
㎥ ｝当たり歩掛

○ ○ 工 ㎡
㎥ （単位） ㎡

㎥ ｝当たり単価

材 料 費 ㎡ ・ ㎥
㎏ 　等 （単位） ㎡

㎥ ｝当たり数量

○ ○ 運 転 費 h
日 （単位） ㎡

㎥ ｝当たり時間
日

諸 雑 費 式

計
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　運転労務は，工種に該当する職種とするが，ダンプトラック運転は，運転手（一般）である。
　燃料は，特に指定がない場合軽油であり，数量は指定された数量である。一般的な場合のように，
機関出力に燃料消費量率を乗じて算出する必要はない。
　機械損料は，指定された数量とし，ダンプトラックの場合に計上するダンプトラックタイヤの損耗
費も同様である。単位が供用日となっている場合の機械損料の単価は「建設機械等損料，労務，燃料
消費量等一覧表」（付表1. ⒂欄参照）を適用する。
　タイヤ損耗費は，「建設機械の消耗部品の損耗費及び補修費表」（付表2. 参照）により，搬路の状
況に応じた供用日当たり損耗費及び補修費を計上する。
　諸雑費は，別途諸雑費率での定めがないときは，端数処理のための額とする。
８）施工パッケージ型積算方式
　平成24年10月から積算方式の一部が “施工パッケージ型積算方式” に改訂されたことにより，従
来表示されていた積上積算方式の歩掛表の一部が除かれることになった。なお，平成25年度以降も
多くの工種において施工パッケージ型積算への移行がなされているが，本書では各工種移行前の歩掛
（積上げ方式）を［参考］として解説している。このため，実際の積算においては現行の基準を確認
する必要がある。
　従来の積上げ積算方式の受発注者双方の積算労力の低減と単価合意による変更協議の円滑化等にあ
たり，価格の妥当性，透明性を確保するため「施工パッケージ型積算方式」が導入された。
　「施工パッケージ型積算方式」は，機械経費・労務費・材料費を１つにまとめてパッケージ化され
た単価を「施工パッケージ単価」として直接工事費の積算を行うものである。

　施工パッケージ型積算方式では，透明性の確保のため標準単価と補正式を公表している。

図１・４　積上型積算と施工パッケージ型積算方式の違い
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　公園緑地工事工種体系ツリーも施工パッケージ型積算方式に対応したものになっており，レベル４

図１・５　施工パッケージ型積算方式の補正式のイメージ
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２－７　バックホウによる掘削積込

　バックホウは，掘削積込，床掘り等に広く用いられる建設機械である。使用する機種の標準は表２ 
・７によるが，植穴掘のような小規模な工事では，山積0.28㎥（平積0.2㎥）以下のものも使用する
場合がある。
　バックホウによる作業量は，作業の種類，土質，作業上の障害の程度によって，１日当たりの施工
量【参考】の標準が表２・22として示されている。なお，積算に当たっては，「国土交通省土木工事
積算基準」（以下，「積算基準」）第５編２章土工②土工④床掘工，「土木工事積算基準マニュアル」（以
下，「マニュアル」）第５編第２章②土工④床掘工を参照し，「施工パッケージ型積算」を適用すること。

〖参考〗表２・22　バックホウの日当たり施工量　　　 　　　（１日当たり） 

作業の種類 名　　称 規　　格 土　質　名 単位
数　量

障害
無し

障害
有り

地山の掘削積込 バックホウ
運 転

排出ガス対策型（第２次基準値）クローラ型
山積0.8㎥（平積0.6㎥）

レキ質土・砂・砂質土・粘性土 ㎥ 300 190

岩塊・玉石 〃 230 140

排出ガス対策型（第１次基準値）クローラ型
山積1.4㎥（平積1.0㎥）

レキ質土・砂・砂質土・粘性土 〃 500 320

岩塊・玉石 〃 410 260

ルーズな状態
の 積 込 み

バックホウ
運 転

排出ガス対策型（第２次基準値）クローラ型
山積0.8㎥（平積0.6㎥）

レキ質土・砂・砂質土・粘性土 〃 310

岩塊・玉石・岩（破砕） 〃 260

排出ガス対策型（第１次基準値）クローラ型
山積1.4㎥（平積1.0㎥）

レキ質土・砂・砂質土・粘性土 〃 520

岩塊・玉石・岩（破砕） 〃 440

排出ガス対策型（第１次基準値）クローラ型
山積0.45㎥（平積0.35㎥）

レキ質土・砂・砂質土・粘性土 〃 160

岩塊・玉石・岩（破砕） 〃 130

床 掘 り
（作業土工）

バックホウ
運 転

排出ガス対策型（第２次基準値）クローラ型
山積0.8㎥（平積0.6㎥）

レキ質土・砂・砂質土・粘性土 〃 220 180

岩塊・玉石 〃 160 130

排出ガス対策型（第１次基準値）クローラ型
山積0.45㎥（平積0.35㎥）

レキ質土・砂・砂質土・粘性土 〃 150 100

岩塊・玉石 〃 110 70

　（注）　現場条件の内容
　　　　1. 　地山の掘削積込
　　　　　　障害無し： 構造物及び建造物等の障害物や交通の影響により施工条件が制限されず，連続掘削作

業ができる場合。
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　　　　　　障害有り： 掘削作業において障害物等により施工条件に制限があり（例えば，作業障害が多い場
合），連続掘削作業ができない場合。

　　　　2. 　床掘り（作業土工）
　　　　　　障害無し：①　 構造物及び建造物等の障害物や交通の影響により施工条件が制限されないオープ

ン掘削の場合。
　　　　　　　　　　　② 　構造物及び建造物等の障害物や交通の影響により施工条件が制限されない矢板の

みの土留・仮締切工掘削の場合。
　　　　　　障害有り：① 　床掘作業において障害物等により施工条件に制限がある場合（例えば，作業障害

が多い場合）。
　　　　　　　　　　　②　土留・仮締切工の中に，切梁・腹起しまたは基礎杭等の障害物がある場合。
　　　　3.  　掘削箇所が地下水位等で排水をせず水中掘削作業（溝掘，基礎掘削，床掘り）を行う場合は障害

有りを適用する。
　　　　4. 　軟岩をリッピングしたものは，リッピング後の状態を考慮し，その状態に応じた土質をとる。
　　　　5.  　基面整正（床付面の整正作業）が必要な場合は，基面整正100㎥当たり普通作業員２人を別途計

上する。
　　　　6.  　機械土工（岩石）における床掘平均掘削幅２ｍ未満の場合の破砕片除去及び積込みはルーズな状

態のバックホウ（排出ガス対策型（第１次基準値）クローラ型）山積0.45㎥（平積0.35㎥）を適用す 
る。

　バックホウによる床掘箇所に土留工が施工されている場合，土留材等に付着する土を除いたり，腹
起し，切梁等により機械掘削ができない場所，小規模な湧水処理を行う場合など，作業に必要な補助
労務として，普通作業員を表２・23【参考】のとおり計上する。

【参考】表２・23　バックホウ床掘作業補助労務歩掛 （100㎥当たり）

作業の種類 作業の内容 名　　　称 単位 数　　　量

床　掘　り
（作業土工）

自 立 式 普 通 作 業 員 人 0.3

切 梁 腹 起 方 式 〃 〃 0.9

グラウンドアンカ方式 〃 〃 0.7

　掘削積込等にあたるバックホウの運転費は，供用日当たりで算出される。単価表（機－18）を適
用し，指定事項【参考】である数量は表２・24である。

【参考】表２・24　掘削積込等バックホウ運転指定事項

作業の種類 名　称 規　　格 適　用
単価表

指　定　事　項

運転労務数量 燃料消費量 機械損料数量

掘 削 積 込 バックホウ
排出ガス対策型（第２次基準値）
クローラ型山積
0.8㎥（平積0.6㎥）

機－18 1.00 108.0 1.46

〃 〃
排出ガス対策型（第１次基準値）
クローラ型山積
1.4㎥（平積1.0㎥）

〃 1.00 168.0 1.33

積 込 み 〃
排出ガス対策型（第１次基準値）
クローラ型山積0.45㎥
（平積0.35㎥）

〃 1.00 58.0 1.38

床 掘 り 〃
排出ガス対策型（第１次基準値）
クローラ型山積
0.45㎥（平積0.35㎥）

〃 1.00 57.0 1.38

〃 〃
排出ガス対策型（第２次基準値）
クローラ型山積
0.8㎥（平積0.6㎥）

〃 1.00 110.0 1.48

　これによるそれぞれの運転単価表の積算例（参考）は，表２・25～28である。
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　〔積算例〕（参考）
表２・25　バックホウ山積0.8㎥（平積0.6㎥）（土砂・掘削積込）運転単価表（１日当たり） ９号表

名　　　 称 規　　　　格 単位 数　量 単　　価 金　　　額 摘　　　　　要

運 転 手（特殊） 　 人 1.0 25,300　 25,300 　

燃 料 費 軽　油 ℓ 108.0 136　 14,688 　

機 械 損 料
バックホウ排出ガス対策型

（第２次基準値）クローラ型
山積0.8㎥（平積0.6㎥）

供用日 1.46 17,800　 25,988 「建設機械等損料算定表」

諸 雑 費 　 式 1　 　 4 端数処理

計 　 　 　 　 65,980 　

表２・26　バックホウ山積0.45㎥（平積0.35㎥）（土砂・積込）運転単価表（１日当たり） 10号表

名　　　 称 規　　　格 単位 数　量 単　　価 金　　　額 摘　　　　　要

運 転 手（特殊） 　 人 1.0 25,300　 25,300 　

燃 料 費 軽　油 ℓ 58.0 136　 7,888 　

機 械 損 料
バックホウ排出ガス対策型

（第１次基準値）クローラ型
山積0.45㎥（平積0.35㎥）

供用日 1.38 9,700　 13,386 「建設機械等損料算定表」

諸 雑 費 　 式 1　 　 6 端数処理

計 　 　 　 　 46,580 　

表２・27　バックホウ山積0.45㎥（平積0.35㎥）（土砂・床掘）運転単価表（１日当たり） 11号表

名　　　 称 規　　　　格 単位 数　量 単　　価 金　　　額 摘　　　　　要

運 転 手（特殊） 　 人 1.0 25,300　 25,300 　

燃 料 費 軽　油 ℓ 57.0 136　 7,752 　

機 械 損 料
バックホウ排出ガス対策型

（第１次基準値）クローラ型
山積0.45㎥（平積0.35㎥）

供用日 1.38 9,700　 13,386 「建設機械等損料算定表」

諸 雑 費 　 式 1　 　 2 端数処理

計 　 　 　 　 46,440 　

表２・28　バックホウ山積0.8㎥（平積0.6㎥）（土砂・床掘）運転単価表（１日当たり） 12号表

名　　　 称 規　　　　格 単位 数　量 単　　価 金　　　額 摘　　　　　要

運 転 手（特殊） 　 人 1.0 25,300　 25,300 　

燃 料 費 軽　油 ℓ 110.0 136　 14,960 　

機 械 損 料
バックホウ排出ガス対策型

（第２次基準値）クローラ型
山積0.8㎥（平積0.6㎥）

供用日 1.48 17,800　 26,344 「建設機械等損料算定表」

諸 雑 費 　 式 1　 　 6 端数処理

計 　 　 　 　 66,610 　
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第６章　公園植栽工の積算

６－１　植栽工の特殊性

　造園修景工事のなかで，もっとも特徴的な工種に植栽工がある。植栽工で扱われる材料の主たるも
のは樹木等で，生物が対象である。
　樹木等は生物として生育できる環境を与える必要があり，それが永続されるものでなければならな
い。工事にあたっては，生きものとして扱うことが大切であり，これにより，その後の生育に大きな
影響を与えるといえる。
　個々の材料は，大きさ，樹形などの性状が異なるほか，時には樹木そのものの品格が重要となるこ
ともある。それらをなじみよく組合せて美的に構成し，生長によってますます価値が高まるようにす
ることが要求される。
　設計図書に示された配置や材料は，造園修景の意図を伝えるためのごく一部の方法にすぎない。施
工に当たっては，生物学的な知識と経験も必要な条件であるため，現場の施工管理に携わる技術者
や，実際の植栽を行う造園工が有する技能に多くがゆだねられる分野である。
　また，植物材料は市場性のあるものだけでなく，設計意図を実現するためには植栽時期に合わせた
栽培計画が必要となることもある。
　植栽工の積算に当たって，こうした生物材料による創作活動といえるものに配慮している例はまだ
希であり，広く一般の理解を求めたいところである。
　植物である樹木等は，自らの意志で移動することができない。植栽された場所で生育を続けるため
には，そこの環境に順応する必要があり，それが困難な場合には健全な生育は続けられず，やがて枯
死する結果となる。
　このようなことから分かるように，樹木等の選定に当たっては適地適木が極めて大切である。常緑
広葉樹をことさらに推奨したり，珍奇な樹木を求めるあまり，現地への適応性に期待して困難を強い
る場合が多くなっているのは残念なことである。
　地域の微気候に幸いされて生育している樹木もあるが，それをもって地域全体に生育が可能である
ような認識は改める必要がある。
　樹木等の植栽作業は，長く育成されていたところから切離されて，定植地に移動することである。
これは人間の引越しとは異なり，枝葉を切詰め，根系を縮小するという樹木への生理的な負担を課す
ものである。
　植栽工は，こうした配慮をもって行われることを前提に進められる。
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６－２　植栽工の構成

　植栽は，独立したレベル１として位置づけられ，レベル２の工種は，植栽工，移植工等に区分され
ている。
　レベル３の種別は，高木，中低木，地被類等の植栽工であり，レベル４の段階で，各樹種別，規格
別に植栽費，（樹木費，土壌改良材，植栽割増）幹巻費，支柱費，客土費，肥料費等を含んだものと
して構成されている。
　これにより，同一樹種，規格であっても，支柱の種類等の仕様が異なるときは，別の単価表を用意
し，違いを明らかにする必要がある。
　防風ネット，寒冷紗巻き，マルチング，植穴透水層，空気管設置等は，レベル３の樹木養生工に属
しているが，現段階では，支柱設置費を分離して，ここに含めて設計している例がある。
　このほか，レベル３には樹名板工，根囲い保護工等が位置づけられている。
　樹木等の数量単位は，本又は鉢であるが，芝類を含む地被類は鉢又は㎡であり，花壇植栽工も同様
であるので，誤解を生ずることがないよう注意が必要である。

６－３　樹木等の品質寸法規格

　一般の建設資材とは異なり，樹木等の生物材料を一定の寸法･規格にあてはめることは困難である。
　工事積算のためには，なんらかの標準化が必要であり，自然に生育したものを一定枠に区分するこ
とで対応が図られている。
　樹木等では，高さ，幹周，枝張り（葉張り）の寸法が根拠になり，これを基準に歩掛が設定されてき
た。
　樹木の高さは，従来は地際から樹冠の頂端までの垂直高であったが，掘り上げた状態では地際が明
らかでないこともあり，根鉢の上端と規定することになった。
　樹木の高さを基準とする歩掛は，中木，低木を対象にしたものであり，歩掛表では中低木と一括し
て表現されている。これは根鉢の大きさを判断する幹の測定が，枝張り（葉張り）等により困難である
ことによると考えられる。
　高木では，幹の太さを示すものとして幹周を利用している。現行では，根鉢の上端から1.2ｍ上が
りの位置における幹の周囲の長さである。もっとも誤差なく測定しやすいこと，根鉢の大きさの判断
基準とすることができる等が主たる理由といえる。
　枝張り（葉張り）の大きさを歩掛の根拠とすることは少ない。高さに比べて葉張りが大きい玉物など
の場合には，作業に手間を要し基準にし得ると考えられるが，現行では特別な配慮はなされていな
い。
　幹周以外の寸法の測定では，厳密さに欠けるともいえるが，生物材料という特徴からはその必要は
ないと考えられる。
　公共用緑化樹木については，「公共用緑化樹木等品質寸法規格基準（案）」（以下，基準（案））が運
用されている。
　基準（案）は，都市緑化のための公共用緑化樹木のうち，必要最小限の樹種についての品質寸法規
格基準を定めたものであり，昭和56（1981）年の策定以来５回改訂が行われている。
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図６・１　樹木の形態別樹冠と寸法の計測

　平成20（2008）年の第５次改訂では，シバ類の寸法規格の基準化に係る事項や草花類の基準化に
係る事項の検討，追加要望や使用量が増加している９種の樹木の寸法規格の追加，２種の樹木の寸法
規格の変更，「外来生物法（特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律）」の要注意
対象種とされた２種の樹木の寸法規格の削除が行われた。
　緑化工事の材料としての樹木等についての規格は，樹木等が生物材料であることから，他の工事材
料のように厳密かつ統一的に定めることは困難である。
　しかしながら，公共施設等の緑化事業において，設計・施工監理の明確化と良質な材料供給など工
事の質を一定水準に保つため，全国的な統一基準を作成して，公共用緑化樹木等の安定的需給，品質
の標準化及び規格の統一化を図ろうとしたものである。
　基準（案）の適用対象は，「主として都市緑化の用に供される公共用緑化樹木等」とされており，
公園・緑地，道路，その他公共施設等の緑化に使用される樹木等を対象としている。
　基準（案）は，すべての公共植栽工事について厳密に適用されなければならないという性格のもの
ではなく，地域的条件，設計条件，現場条件等により，基準（案）以外の規格の樹木及び樹種の使用
を制限するものではない。造園で使用される多様な樹種のうち，公共用緑化樹木として多く使用され
ると考えられる樹木等を対象としていることに注意が必要である。
　また，対象樹種は，全国的に需給の多いものを対象としているが，選定されている樹種が，すべて
全国的に用いることができるとは限らない。
　北海道や，南九州・沖縄等で用いられている北方系，南方系の樹木についても，代表的なものは取
り入れているが，他の地域と比較して十分であるとはいえず，これらの地域においては別途の基準の
作成や運用が望ましいとされている。
　基準（案）の適用時点は，「樹木等の搬入（納品）時」と明記され，植栽工事の材料である樹木を
工事現場に持込んだ際の現場検収時において適用される規格である。
　工事の施工時における手入れ（刈込み・剪定など），植え込みによる変化や，納入後の時間経過に
よる変化を含まないため，基準（案）は，刈り込んで所要の高さを得ようとする場合，材料の寸法は
より高い樹高のものを用いる必要があるケースなど，樹木等の設計上の規格とは異なる場合があるこ
とにも注意が必要である。
　この定義のうち “一部の突出した枝” とされているものは，いわゆる徒長枝であり，図６・１のよ
うに樹冠線から突出したものが対象である。これらの枝は植栽後の整姿剪定によって除かれるもので
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６－６　樹 木 植 栽 工

　６－６－１　高木植栽工

　植栽は，100ｍ以内の現場内小運搬を含む，配植，植穴掘り，植付け，埋戻し，養生までの一連の
作業をいい，埋戻しの作業には肥料，土壌改良材等を混入する場合も含まれる。
　残土を植栽地付近に敷均し，または残土として運搬車に積込む作業の歩掛は，これに含まれている
が，運搬費は別途計上される。
　公園等に対する植栽歩掛は，表６・３である（「積算基準」17・①・１）。高木で幹周25㎝以上の場
合，機械施工が標準であるが，バックホウが使用できないときは，（　）内の数値が適用される。
　新たに公園植栽工の一部が市場単価に移行することとなった。表６・３の歩掛表は中低木に関する
部分を除外したものである。この歩掛を移行前のまま示したものが，表６・10【参考】である。

表６・３　公園植栽（高木）歩掛 （100本当たり）

形状寸法（㎝）

名　　称（人）
機械運転時間 運　転　日　数

（ｈ） （日）

土　木
一　般
世話役

造園工 普　通
作業員

トラック［クレーン装置
付］ベーストラック４～
4.5ｔ積　吊能力2.9ｔ

小型バックホウ（クロー
ラ型）標準型・排出ガス
対策型（第３次基準値）
山積0.13㎥（平積0.1㎥）

ラフテレーンクレーン油圧
伸縮ジブ型・排出ガス対策
型（第１次基準値）4.9ｔ吊

高　
　
　
　
　

木

（幹周）　�15未満 3.2 16.1 9.6
－

－

－

15以上　25 〃 5.4 27.4
9.7 1.9

（16.3） （－）

25 〃　 40 〃 5.0 23.0
14.0

47.0
2.1

（55.0） （－）

40 〃　 60 〃 10.0 44.0
26.0

57.0
4.8

（87.0） （－）

60 〃　 90 〃 16.0 74.0
45.0

－
10.5

9.0
（190.0） （－）

　（注）　1. �　高木の幹周15㎝以上は，機械施工を標準とする。ただし，現場の障害物等により，機械施工ができ
ない場合は（　）の数値を採用する。

　　　　2. �　幹周は，地際より高さ1.2ｍの周囲長とする。なお，幹が枝分かれ（株立樹木）している場合の幹周
は，各々の総和の70％とする。

　　　　3. �　残土を植栽付近に敷均しする歩掛，また残土として運搬車へ積込む歩掛は，上表に含む。それ以外
の残土処分は，別途計上すること。また，運搬歩掛は含まない。

　　　　4. 　支柱設置歩掛は含まない。
　　　　5. 　標準的植穴掘り以外の施工は，別途考慮する。
　　　　6. 　現場条件等により上表により難い場合は，別途考慮する。
　　　　7. 　ラフテレーンクレーン，小型バックホウは，賃料とする。
　　　　8. 　本表は根鉢付き樹木の標準歩掛であるため，ふるい根の場合は別途考慮する。
　　　　9. 　本歩掛の埋戻し作業には，肥料，土壌改良材を混合する場合も含まれる。
　　　�10. 　上表には，100ｍ程度の現場内小運搬を含む。
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　高木植栽工において，幹周25㎝以上の樹木に対しては，機械施工が標準である。植付けに使用さ
れるトラック［クレーン装置付］〔4～4.5ｔ積�吊能力2.9ｔ〕の運転費は，時間当たりで計上される
が，ラフテレーンクレーン〔油圧伸縮ジブ型4.9ｔ吊〕は，日当たりの賃料により計算される。な
お，賃料は，「建設物価」の “移動式クレーン作業料金” を参照する。
　植穴掘りの機械は，小型バックホウ（クローラ型）標準型・排出ガス対策型（第３次基準値）山積
0.13㎥（平積0.1㎥）が標準であり，この運転費は日当たりで計上される。
　トラック［クレーン装置付］４～4.5ｔ積�吊能力2.9ｔの運転手（特殊）の歩掛は，「建設機械等損料
算定表」から，Ｔ＝5.8が得られ，１を除した0.17人／ｈである。
　燃料の１時間当たり消費量は，0.043ℓ／kW－ｈに機関出力の132kWを乗じた5.7ℓ（有効数字
２桁）である。
　適用単価表（機－１）による運転費の積算例は，表６・４である。

　〔積算例〕

　小型バックホウの運転費の積算例は，表６・５である。

　〔積算例〕

　高木植栽工の積算例（参考）を，幹周15㎝，30㎝及び60㎝の場合について示したものが，表６・
６～８であり，バックホウが使用できない人力施工による場合を示したものが，表６・９である。な
お，これらは植栽工の労務費のみ計算したもので，ここでは植栽割増費は計上していない。

表６・４　トラック［クレーン装置付］４～4.5ｔ積 吊能力2.9ｔ運転単価表（１時間当たり） 173号表

名　　　 称 規　　　　格 単位 数　量 単　　価 金　　　額 摘　　　　　要

運転手（特殊） � 人 0.17 25,300 4,301 1/Ｔ＝1/5.8

燃 料 費 軽　油 ℓ 5.7 136 775 132kW×0.043ℓ/kW－ｈ

機 械 損 料 トラック［クレーン装置付］
4～4.5ｔ積�吊能力2.9ｔ ｈ 1.0 2,010 2,010 「建設機械等損料算定表」

諸 雑 費 　 式 1　 　 0 端数処理　

計 　 　 　 　 7,086 　

表６・５　小型バックホウ山積0.13㎥（平積0.1㎥）（公園植栽）運転単価表（１日当たり） 174号表

名　　　 称 規　　　　格 単位 数　量 単　　価 金　　　額 摘　　　　　要

運転手（特殊） 　 人 1.0 25,300 25,300

燃 料 費 軽　油 ℓ 21.0 136 2,856

機 械 賃 料
小型バックホウ排出ガス対策
型（第３次基準値）クローラ型
山積0.13㎥（平積0.1㎥）

供用日 1.63 3,835 6,251
「建設物価」
5,900×0.65※

諸 雑 費 　 式 1　 3 端数処理

計 　 　 　 34,410 　

　（注）　※賃貸期間が１カ月未満の場合は，（×0.65）は不要。数量は指定事項。
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　〔積算例〕
表６・６　高木（幹周15㎝）植栽工単価表（100本当たり） 175号表

名　　　 称 規　　　　格 単位 数　量 単　　価 金　　　額 摘　　　　　要

土木一般世話役 　 人 5.4 26,500 143,100 　

造 園 工 　 〃 27.4 22,000 602,800 　

普 通 作 業 員 　 〃 9.7 22,300 216,310 　

小型バックホウ
運 転

排出ガス対策型（第３次
基準値）クローラ型山積
0.13㎥（平積0.1㎥）

日 1.9 34,410 65,379 174号表

諸 雑 費 � 式 1　 411 端数処理

計 　 　 　 1,028,000 　

１ 本 当 た り 　 　 　 10,280 　

表６・７　高木（幹周30㎝）植栽工単価表（100本当たり） 176号表

名　　　 称 規　　　　格 単位 数　量 単　　価 金　　　額 摘　　　　　要

土木一般世話役 　 人 5.0 26,500 132,500 　

造 園 工 　 〃 23.0 22,000 506,000 　

普 通 作 業 員 　 〃 14.0 22,300 312,200 　

トラック［クレー
ン装置付］運転 ４～4.5ｔ積�吊能力2.9ｔ ｈ 47.0 7,086 333,042 173号表

小型バックホウ
運 転

排出ガス対策型（第３次
基準値）クローラ型山積
0.13㎥（平積0.1㎥）

日 2.1 34,410 72,261 174号表

諸 雑 費 　 式 1　 997 端数処理

計 　 　 　 1,357,000 　

１ 本 当 た り 　 　 　 13,570 　

表６・８　高木（幹周60㎝）植栽工単価表（100本当たり） 177号表

名　　　 称 規　　　　格 単位 数　量 単　　価 金　　　額 摘　　　　　要

土木一般世話役 　 人 16.0 26,500 424,000 　

造 園 工 　 〃 74.0 22,000 1,628,000 　

普 通 作 業 員 　 〃 45.0 22,300 1,003,500 　

小型バックホウ
運 転

排出ガス対策型（第２次
基準値）クローラ型山積
0.13㎥（平積0.1㎥）

日 10.5 34,410 361,305 174号表

ラ フ テ レ ー ン
ク レ ー ン 賃 料

油圧伸縮ジブ型
4.9ｔ吊 〃 9.0 41,000 369,000 「建設物価」※

諸 雑 費 　 式 1　 　 195 端数処理

計 　 　 　 　 3,786,000 　

１ 本 当 た り 　 　 　 　 37,860 　

　（注）　※貸与期間が１カ月以上の場合は，長期割引率（×0.8）を適用する。
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第９章　樹木整姿工の積算

９－１　樹木整姿工の構成

　剪定には樹木の生産を目的とする剪定，移植の際に活着を目的とする剪定，景観の形成を目的とす
る剪定に分類することができる。このうち樹木の整姿剪定は，樹形の鑑賞を目的とする剪定，花や実
の鑑賞を目的とする剪定，安全確保等の機能を目的とする剪定等に分けられ，それぞれの目的に応じ
て適切な剪定を行うことが必要となる。
　平成26年12月25日から適用された建設業法の改正により，「緑地育成工事」が新たに造園工事の
例示に追加された。「緑地育成工事」とは，樹木，芝生，草花等の植物を育成する建設工事であり，
土壌改良や支柱の設置等を伴って行う工事である。令和４年４月には，「公園緑地工事積算体系」に
おいて新規の工事区分として「緑地育成」を新設し，公園緑地工事工種体系ツリー図，公園緑地工事
共通仕様書，公園緑地工事積算体系用語定義集の改定が行われ「樹木整姿工」は従来の「植栽」から
「緑地育成」の工事区分に移動した。
　積算体系では，新設されたレベル１の工事区分の「緑地育成」のなかにあって，樹木整姿工はレベ
ル２に位置づけられている。レベル３の種別は，下記の表のとおりとなっている。

樹木整姿工の積算体系

レベル３ レベル４ レベル３ レベル４

高中木整姿工 落葉樹基本剪定 中木刈込工 中木刈込

常緑樹基本剪定 中木機械刈込

針葉樹基本剪定 生垣刈込

落葉樹整姿剪定 生垣機械刈込

常緑樹整姿剪定

針葉樹整姿剪定 低木刈込工 低木刈込 A

特殊樹木整姿剪定 低木刈込 B

フジ棚整姿剪定 低木機械刈込 A

マツ整姿剪定 低木機械刈込 B

枝降ろし

胴吹き枝・ヤゴ取り 仕立物刈込工 仕立物刈込

支障枝剪定
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　基本剪定は，落葉樹，常緑樹，針葉樹の剪定適期に良好な樹形の骨格配置をつくるために骨格枝で
ある主枝，副主枝を主体に，枝降ろし，枝抜剪定，切返剪定，切詰剪定，胴吹き・ヤゴ取り等の技法
を用いて鋸透かし，大透かし，中透かし，小透かし等を行う剪定作業である。
　整姿剪定は，落葉樹，常緑樹では主として夏期に，針葉樹では晩秋又は早春に，樹形・樹冠を整え
るために雑然と繁茂した副主枝及び側枝の枝葉や不要な枝に対し，枝抜剪定，切返剪定，切詰剪定，
胴吹き・ヤゴ取り等の技法を用いて大透かし，中透かし，小透かしを行う剪定作業であり，軽剪定と
いう場合もある。
　市場単価では，冬季剪定，夏季剪定という用語を使用しており，冬季剪定が基本剪定，夏季剪定が
整姿剪定に相当する。
　緑地育成の積算基準は未整備であるため，現段階では従来の積算分類と歩掛に基づく工種として
扱っている。
　高中木については剪定によって整姿するものであり，低木については刈込による整姿を主たる作業
の内容としている。

９－２　発生材の運搬

　樹木整姿工では，剪定により発生した枝葉の処理を欠かすことができない。これらは，植込み地が
広い場合には，地下に埋設処理したり，枝葉が腐朽して分解，吸収される自家給肥システムに取込む
ことができるが，長期間の放置に耐えられない道路敷内や狭い植込み地では，運搬，処理することに
なるのはやむを得ないことといえる。
　街路樹等の剪定・整枝では，無剪定方式が望ましいとする説もあるが，人工的な環境で生育する樹
木は適切な育成管理が必須であり，定期的臨時的な剪定が必要となる。
　こうした場合に，過度な剪定により，樹勢の劣えや樹形の悪化が生じないよう実施する必要があ
る。
　剪定された枝葉等の発生材は，質量として把握することが困難であるため，一般的な運搬工を適用
するのは困難である。このため，積算に当たっては，見積り対応となるが，ここでは【参考】として
以下の積算例で説明する。
　枝葉等は，見掛け上のかさ

4 4

を量として扱うため，運搬に使用するトラック２ｔ積の１台当たり経費
で示される。
　この場合，燃料の軽油の消費量は標準的に算出すると１時間当たり4.2ℓであり，１日当たり６時
間を見込むと25ℓである。
　トラック２ｔ積の１台当たり運転費の積算例（参考）は，表９・１である。
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　〔積算例〕（参考）

　なお，ツリーでは，発生木材の量を（㎥）で表すことになっており，現行の歩掛では運搬距離につい
ては園内または管内程度の近距離を予定しており，格別な考慮をしていない。
　運搬距離を考慮したものとしては，次の算式があり，参考になると思われる。

　　　Ａ：機械損料の対象時間（ｈ／回）＝Pr＋ Ｌ×２
Ｖ

　　　Ｑ：１回当たりの燃料消費量（ℓ／回）＝（ Pr
２ ＋ Ｌ×２

Ｖ ）×ｑ

　　　　　Ｌ ：平均片道運搬距離（㎞）
　　　　　Ｖ ：平均速度（㎞／ｈ）　　　　　　　　　……30㎞／ｈ
　　　　　Pr：１回当たり積卸し，その他の時間（ｈ）……0.9ｈ
　　　　　ｑ ：１時間当たり燃料消費量（ℓ／ｈ）　　……98kW×0.043ℓ／kW－h
　これらの算式を適用した平均運搬距離８㎞の場合について試算すると，次のようである。

　　　Ａ＝Pr＋ Ｌ×２
Ｖ ＝0.9ｈ＋ 8.0㎞×２

30.0㎞ ≒1.43（ｈ／回）

　　　　　Ｌ：平均片道運搬距離……８㎞

　　　Ｑ＝（ Pr
２ ＋ Ｌ×２

Ｖ ）×ｑ＝（ 0.9ｈ
２ ＋ 8.0㎞×２

30.0㎞ ）×4.2ℓ≒4.1（ℓ／回）

　　　　ｑ：１時間当たり燃料消費量……98kW×0.043ℓ／kW－ｈ≒4.2（ℓ／ｈ）

　これに基づいて積算した平均運搬距離８㎞の１回当たりトラック２ｔ積運転費は，表９・２のよう
になる。これによる場合，発生木材の積載量を別途設定しておく必要がある。

表９・１　トラック２ｔ積運転単価表（１台当たり） 222号表

名 称 規 格 単位 数　量 単 価 金 額 摘 要

運 転 手（一 般） 人 1.0 21,100 21,100 　

燃 料 費 軽　油 ℓ 25.0 136 3,400 98kW×0.043ℓ/kW－ｈ≒4.2
4.2ℓ/ｈ×6ｈ≒25.0

機 械 損 料 トラック２ｔ積 ｈ 6.0 854 5,124 「建設機械等損料算定表」

諸 雑 費 　 式 1　 　 6 端数処理

計 　 　 　 　 29,630 　
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　〔積算例〕（参考）

 【参考】表９・３　高中木基本剪定歩掛※ （10本当たり）

種　　　　　別

落 葉 広 葉 樹 常 緑 広 葉 樹 針 葉 樹 運　搬
トラック
２ｔ積
（台）

造園工

（人）

普　通
作業員
（人）

造園工

（人）

普　通
作業員
（人）

造園工

（人）

普　通
作業員
（人）

幹周30㎝未満 0.73 0.31 2.0 0.6 2.0 0.8 0.08

30㎝以上　 60㎝未満 1.4 0.6 2.9 0.8 3.0 1.1 0.1

　 60　〃 　　90　〃 2.9 0.9 4.7 1.4 6.6 1.9 0.2

　 90　〃　　120　〃 7.6 2.3 7.6 2.3 13.3 4.2 0.3

　120　〃　　150　〃 14.2 4.2 14.2 4.2 28.5 8.7 0.5

　150　〃　　180　〃 23.7 7.1 23.7 7.1 42.7 12.8 0.9

　180　〃　　210　〃 35.1 10.5 34.2 10.2 57.0 17.1 1.5

　210　〃　　240　〃 47.5 14.2 45.6 13.6 72.0 21.6 2.2

　240　〃　　270　〃 61.7 18.5 57.9 17.3 86.4 25.9 3.0

　270　〃　　300　〃 76.0 22.8 71.2 21.3 100.7 30.2 3.9

　（注）　※は歩掛が未整備のため，本書「造園修景積算研究会」が採用した参考歩掛である。

表９・４　常緑高中木基本剪定（幹周30㎝）単価表（10本当たり） 224号表

名 称 規 格 単位 数　量 単 価 金 額 摘 要

造 園 工 　 人 2.9 22,000 63,800 　

普 通 作 業 員 　 〃 0.8 22,300 17,840 　

ト ラ ッ ク 運 搬 ２ｔ積 台 0.1 29,630 2,963 222号表

諸 雑 費 　 式 1　 　 7 端数処理

計 　 　 　 　 84,610 　

１ 本 当 た り 　 　 　 　 8,461 　

表９・５　落葉高中木基本剪定（幹周30㎝）単価表（10本当たり） 225号表

名 称 規 格 単位 数　量 単 価 金 額 摘 要

造 園 工 　 人 1.4 22,000 30,800 　

普 通 作 業 員 　 〃 0.6 22,300 13,380 　

ト ラ ッ ク 運 搬 ２ｔ積 台 0.1 29,630 2,963 222号表

諸 雑 費 　 式 1　 　 7 端数処理

計 　 　 　 　 47,150 　

１ 本 当 た り 　 　 　 　 4,715 　
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第17章　遊戯施設整備工の積算

17－１　遊戯施設整備工の構成

　遊戯施設整備工の種別（レベル３）には，遊具組立設置工，小規模現場打遊具工，遊具施設修繕
工，現場打遊具工等がある。
　遊具組立設置工のレベル４の細別には，ブランコ，ジャングルジム，滑台等があり，遊具の種類と
規格を示した「基」が，積算単位である。

17－２　遊戯施設の設置と歩掛

　都市公園法でいう遊戯施設は，ブランコ，滑台，砂場など多様な構造，規模を有するものが含まれ
ている。
　遊具は主として鋼製であったものが，コンクリート製，プラスチック製等の造形物が加わるととも
に，自然の風合いを感じる木製，環境に配慮した再生材製等が導入されるなど，素材にも大きな変化
が現れている。遊具の安全性等については，「都市公園における遊具の安全確保に関する指針」（国土
交通省），「遊具の安全に関する基準」（（一社）日本公園施設業協会）等により確保する必要がある。
　これらの設置に関する資料は多くないが，鉄棒，シーソー，ブランコ，滑台，ラダー，ジャングル
ジム等の設置歩掛【参考】があり，表17・１にまとめて示した。
　また，歩掛には基礎工は含まれておらず，砕石基礎，コンクリート等の別途計上が必要である。
　大型遊具の積算は，共通仮設費の扱いが変更され，その価格決定に当たっては，形状・寸法，材
質，規格，数量，機能，納入場所等の見積条件を明確にしたうえで，製作，設置にかかる作業内容，
労務職種，人工等の別に詳細な見積りが求められることになる。
　大型遊具は，施工現場の状況に合わせて工場製作された遊具で，設計されたオリジナル製品及びカ
タログ製品を，複数直接組み合せたものとされ，カタログ製品単体のものはこれに含まれない。大型
遊具の現場での加工・組立，設置等の工事費は，直接工事費扱いであるが，製品価格については共通
仮設費の対象外とする。製品価格は，後で現場管理費の対象となる純工事費に加えることができる
が，大型遊具の製品価格と設置工事費との区分を明確にすることが求められる。
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【参考】表17・１　遊具設置歩掛※ （１基当たり）

名 称 規 格 特殊作業員
（人）

普通作業員
（人）

大 型 ２ 連 ブ ラ ン コ 高2.5ｍ　幅３ｍ　安全柵高60㎝ 0.34 1.02

大 型 ４ 連 ブ ラ ン コ 高2.5ｍ　幅６ｍ　安全柵高60㎝ 0.52 1.56

グ ロ ー ブ ジ ャ ン グ ル ジ ム 高2.715ｍ　回転径2.0ｍ 0.27 0.81

チェーンネットジャングルジム 高3.36ｍ　径2.05ｍ 0.50 1.50

ジ ャ ン グ ル ジ ム 高2.27ｍ
幅2.75ｍ　５段５枠 0.46 1.38

一 方 式 滑 台 高2.0ｍ
すべり面40㎝×４ｍ 0.27 0.81

二 方 式 富 士 形 滑 台 高2.0ｍ
すべり面40㎝×４ｍ 0.43 1.29

二 方 式 放 射 形 滑 台 高2.0ｍ
すべり面40㎝×４ｍ 0.53 1.59

一 回 転 式 滑 台 高3.0ｍ
すべり面40㎝×6.5ｍ 0.40 1.20

２ 連 鉄 棒 高0.9　1.2ｍ
幅1.8ｍ×２ 0.06 0.18

３ 連 鉄 棒   （低） 高0.9　1.0　1.1ｍ
幅1.8ｍ×３ 0.10 0.30

３ 連 鉄 棒   （中） 高1.1　1.3　1.5ｍ
幅1.8ｍ×３ 0.11 0.33

シ ー ソ ー 高0.45ｍ　長3.0ｍ
ひのき座板　厚６㎝　幅18㎝ 0.13 0.39

太 鼓 形 ラ ダ ー 高1.5ｍ
幅1.28　長3.2ｍ 0.10 0.30

山 形 ラ ダ ー 高1.615～2.1～1.615ｍ
幅60㎝　長5.5ｍ 0.25 0.75

は ん 登 棒    （傘  型） 高3.2ｍ
径2.0ｍ　登棒６本 0.18 0.54

　（注）※は歩掛が未整備のため，本書「造園修景積算研究会」が採用した参考歩掛である。
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17－４　滑　　台

　滑台は，製品の種類も多く，安全性についての基本的条件を満たせば，現地の状況や目的に合わせ
て多様なものが創作可能である。
　ここでは，製品を購入し据付けることで積算する。支柱が鋼製である場合，地面に接する基礎部分
の扱いには特に注意する。
　図17・2の構造図による滑台の積算例（参考）は，表17・３である。

〔積算例〕（参考）
表17・３　滑台（一方式）設置工単価表（１基当たり） 377号表

名 称 規 格 単位 数 量 単 価 金 額 摘 要

特 殊 作 業 員 据付け 人 0.27 25,700 6,939 　

普 通 作 業 員 据付け 〃 0.81 22,300 18,063 　

滑 台 一方向
ステンレス張 基 1　 352,000 352,000

基 礎 砕 石 再生クラッシャラン
RC40～0　厚100 ㎡ 0.95 1,028 976  99号表

均し基礎コンクリート
型 枠 工 〃 0.35 4,504 1,576 127号表

均しコンクリート 均しコンクリート
18－8－25 ㎥ 0.05 22,070 1,103 109号表

型 枠 工 小型構造物 ㎡ 1.94 8,042 15,601 125号表
コ ン ク リ ー ト
人 力 打 設

小型構造物
18－8－25 ㎥ 0.26 28,330 7,365 112号表

諸 雑 費 　 式 1　 77 端数処理

計 　 　 　 　 403,700 　

図17・２　滑台（一方式）構造図
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